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ポ
ー
ラ
化
成
工

業
は
、
自
然
な
ツ

ヤ
の
あ
る
仕
上
が

り
の
メ
ー
ク
膜
に
つ
い
て
研

究
し
た
結
果
、
ア
ー
ト
技
法

と
サ
イ
エ
ン
ス
の
融
合
に
よ

る
、
ま
る
で
素
肌
の
よ
う
な

自
然
で
美
し
い
と
感
じ
る
ツ

ヤ
を
与
え
る
多
色
オ
イ
ル
ゲ

ル
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
開

発
し
た
。

ポーラ化成

（６）２０１９年（令和元年）６月２４日第３１６５号
　

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
ア
デ
ニ
ン
・

グ
ア
ニ
ン
・
シ
ト
シ
ン
・
チ

ミ
ン
の
４
種
の
塩
基
を
含
む

２
重
ら
せ
ん
構
造
を
持
っ
た

分
子
で
、
塩
基
配
列
の
違
い

か
ら
顔
の
形
や
体
質
等
、
人

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
特

徴
を
生
み
出
す
。
一
方
、
Ｒ

Ｎ
Ａ
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
情
報
に

基
づ
き
、
酵
素
や
ホ
ル
モ
ン

な
ど
体
内
で
様
々
な
働
き
を

す
る
タ
ン
パ
ク
質
を
生
み
出

す
元
と
な
る
分
子
で
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
そ
の
人
固
有
の
も
の
と

し
て
一
生
変
化
し
な
い
の
に

対
し
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
肝
臓
や
皮

膚
等
の
組
織
ご
と
に
プ
ロ
フ

ァ
イ
ル
も
合
成
さ
れ
る
量
も

違
い
、
そ
の
時
の
体
調
や
環

境
に
よ
っ
て
日
々
変
化
す
る

と
い
う
性
質
が
あ
る
。

　

肌
を
例
に
と
る
と
、
Ｒ
Ｎ

Ａ
は
様
々
な
環
境
要
因
に
よ

り
日
々
絶
え
間
な
く
変
化
す

る
肌
状
態
を
知
る
の
に
有
用

で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
皮

膚
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
発
現
情
報
を
分

析
す
る
に
は
、
皮
膚
を
外
科

的
に
切
り
取
る
な
ど
侵
襲
性

の
高
い
生
検
が
必
要
だ
っ
た
。

　

昨
今
、
唾
液
や
尿
な
ど
非

侵
襲
的
に
採
取
可
能
な
検
体

を
利
用
し
て
体
内
の
状
態
を

予
測
す
る
技
術
開
発
が
盛
ん

に
行
わ
れ
る
中
、同
社
で
は
、

皮
膚
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
発
現
情
報

を
、
肌
を
極
力
傷
つ
け
る
こ

と
な
く
分
析
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
れ
ば
、
そ
の
時
の
肌

状
態
を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

体
内
状
態
に
つ
い
て
も
知
る

こ
と
が
で
き
る
有
用
な
技
術

に
な
り
得
る
と
考
え
た
。

　

ま
た
、
９
月

30
日
～
10
月
２

日
に
イ
タ
リ

ア
・
ミ
ラ
ノ
で

開
催
さ
れ
る

「
第
30
回 

国
際

化
粧
品
技
術
者

会
（
Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｃ

Ｃ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｆ

ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｃ

ｅ
）」
に
お
い

て
も
発
表
を
予

定
し
て
い
る
。

　

乾
燥
や
ハ
リ

の
低
下
、
毛
穴

の
目
立
ち
な
ど
肌
ト
ラ
ブ
ル

の
多
く
は
、
皮
膚
の
炎
症
が

関
与
し
て
い
る
と
さ
れ
、
生

体
に
は
本
来
、
外
敵
の
侵
入

か
ら
身
を
守
る
免
疫
シ
ス
テ

ム
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
適

切
に
制
御
さ
れ
な
い
と
、
過

剰
な
炎
症
や
疾
患
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
中
、
同
社
で
は

肌
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、

皮
膚
の
免
疫
反
応
を
、
特
に

初
期
の
段
階
で
適
切
に
制
御

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

表
皮
角
化
細
胞
が
産
生
す
る

炎
症
シ
グ
ナ
ル
（
サ
イ
ト
カ

イ
ン
）
が
そ
の
後
の
免
疫
反

応
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
を
把

握
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
表

皮
角
化
細
胞
の
免
疫
反
応
を

制
御
す
る
技
術
の
開
発
が
必

要
だ
と
考
え
た
。

　

同
社
で
は
こ
れ
ま
で
に
、

皮
膚
の
神
経
に
存
在
す
る
細

胞
の
感
覚
セ
ン
サ
ー
で
あ
る

Ｔ
Ｒ
Ｐ
チ
ャ
ネ
ル
の
研
究
を

化
粧
品
の
快
適
な
使
い
心
地

に
応
用
し
て
き
た
。今
回
は
、

表
皮
角
化
細
胞
の
Ｔ
Ｒ
Ｐ
チ

ャ
ネ
ル
が
皮
膚
の
免
疫
反
応

に
関
与
す
る
と
考
え
、
表
皮

角
化
細
胞
に
お
け
る
Ｔ
Ｒ
Ｐ

チ
ャ
ネ
ル
の
発
現
を
調
べ
た
。

　

表
皮
角
化
細
胞
の
感
覚
セ

ン
サ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｐ
チ
ャ
ネ

ル
に
つ
い
て
、遺
伝
子
・

タ
ン
パ
ク
質
の
発
現
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
Ｔ

Ｒ
Ｐ
Ｍ
４
が
検
出
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
に
皮
膚
に
お
い
て
ほ

と
ん
ど
機
能
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｍ
４
が
免
疫
反

応
に
関
与
す
る
の
か
を

調
べ
た
。
人
工
的
に
炎
症
を

誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
表
皮

角
化
細
胞
か
ら
炎
症
性
サ
イ

ト
カ
イ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
条

件
下
で
、
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｍ
４
の
既

知
の
活
性
化
剤（
Ｂ
Ｔ
Ｐ
２
）

を
添
加
す
る
と
炎
症
が
抑
制

さ
れ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

つ
ま
り
、
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｍ
４
は
表

皮
角
化
細
胞
の
免
疫
反
応
を

調
節
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ｒ
Ｐ
チ
ャ

ネ
ル
研
究
の
知
見
か
ら
、
Ｔ

Ｒ
Ｐ
Ｍ
４
の
既
知
の
活
性
化

剤
と
類
似
の
構
造
を
有
す
る

も
の
、
香
料
成
分
、
ミ
ネ
ラ

ル
成
分
な
ど
に
注
目
し
て
、

Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｍ
４
の
活
性
化
作
用

を
有
す
る
成
分
を
探
索
し
た

と
こ
ろ
、
温
泉
成
分
な
ど
で

　

こ
の
技
術
に
よ
り
、
自
然

な
仕
上
が
り
を
求
め
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
だ
け
で
な
く
、

製
剤
の
面
白
さ
や
、
使
う
こ

と
に
ワ
ク
ワ
ク
感
を
感
じ
て

も
ら
え
る
今
ま
で
に
な
い
フ

ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
市
場
に

提
供
で
き
る
可
能
性
が
広
が

る
と
い
う
。

　

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、
素
肌
そ
の
も
の
が
美
し

い
と
感
じ
る
よ
う
な
自
然
な

ツ
ヤ
が
求
め
ら
れ
る
が
、
顔

全
体
を
均
一
に
覆
う
と
肌
の

質
感
を
損
な
い
、
不
自
然
な

印
象
を
与
え
て
し
ま
い
が
ち

に
な
る
。
今
回
、
画
像
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
解
析

を
行
っ
た
結
果
、
自
然
で
美

し
い
ツ
ヤ
の
仕
上
が
り
は
、

適
度
な
輝
度
の
バ
ラ
つ
き
が

大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
突
き
止
め
、
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
で
輝
度
の
バ
ラ
つ
き

を
演
出
す
る
こ
と
を
検
討
し

た
。

　

ま
ず
同
社
で
は
、
輝
度
の

バ
ラ
つ
き
を
実
現
す
る
た

め
、
色
味
の
異
な
る
顔
料
を

含
ん
だ
オ
イ
ル
を
薄
く
塗
り

重
ね
る
こ
と
で
、
絵
に
光
沢

と
深
み
を
出
す
ア
ー
ト
の
技

法
に
着
目
。
こ
の
手
法
を
肌

で
表
現
す
る
た
め
、
光
沢
の

あ
る
仕
上
が
り
が
可
能
な
オ

イ
ル
ベ
ー
ス
の
製
剤
（
オ
イ

ル
ゲ
ル
）
を
採
用
し
た
。

　

次
に
、
同
社
独
自
の
サ
イ

エ
ン
ス
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
、
肌
に
色
の
バ
ラ
つ
き
を

再
現
す
る
多
色
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
の
開
発
で
培
っ
た
技

術
を
オ
イ
ル
ゲ
ル
製
剤
に
も

応
用
し
、
色
と
配
置
バ
ラ
ン

ス
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、赤
、

青
、
黄
の
３
色
を
特
定
の
比

率
で
渦
ま
き
状
に
充
填
す
る

と
、
目
的
の
仕
上
が
り
が
実

現
で
き
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
。

　

実
際
、使
用
者
の
評
価（
Ｎ

＝
10
）
で
は
、
80
％
以
上
の

人
が
多
色
オ
イ
ル
ゲ
ル
フ
ァ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
方
が
素
肌

の
よ
う
に
自
然
で
美
し
い
ツ

ヤ
を
感
じ
る
と
回
答
し
た
。

こ
れ
は
、
肌
上
に
で
き
る
塗

布
膜
の
中
に
、
輝
度
の
異
な

る
３
種
類
の
色
素
の
層
が
混

在
す
る
こ
と
で
、
適
度
な
輝

度
の
バ
ラ
つ
き
が
生
ま
れ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　

研
究
で
は
、
皮
脂
の
分
泌

過
程
が
細
胞
内
の
全
成
分
を

す
べ
て
放
出
す
る
特
殊
な
機

構
（
全
分
泌
機
構
）
を
有
し

て
い
る
点
に
着
目
。
皮
脂
の

中
に
は
、
脂
質
だ
け
で
は
な

く
細
胞
内
成
分
の
１
つ
で
あ

る
Ｒ
Ｎ
Ａ
も
含
有
さ
れ
る
可

能
性
を
見
出
し
た
。そ
こ
で
、

あ
ぶ
ら
取
り
フ
ィ
ル
ム
で
皮

脂
を
採
取
し
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
抽
出

を
試
み
た
と
こ
ろ
、
皮
脂
中

に
人
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
さ

ら
に
、
皮
脂
が
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
分

解
す
る
酵
素（
Ｒ
Ｎ
ａ
ｓ
ｅ
）

の
作
用
を
阻
害
す
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
皮
脂
中
で

安
定
的
に
存
在
で
き
る
こ
と

を
突
き
止
め
た
。

　

こ
の
知
見
に
基
づ
き
、
最

先
端
の
解
析
装
置
と
花
王
で

検
討
し
た
解
析
方
法
を
用
い

る
こ
と
で
、
皮
脂
中
に
あ
る

約
１
万
種
に
及
ぶ
人
の
Ｒ
Ｎ

Ａ
発
現
情
報
を
解
析
で
き
る

独
自
の
技
術
「
Ｒ
Ｎ
Ａ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
」
を
確
立
し
た
。

　

こ
の
技
術
を
活
用
し
、
誰

で
も
簡
便
に
採
取
可
能
な
皮

脂
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
手

軽
か
つ
精
緻
に
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
発

現
情
報
を
確
認
し
、
肌
状
態

を
把
握
で
き
る
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
技
術
を
用
い

る
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
、

視
覚
的
に
は
判
別
で
き
な
い

よ
う
な
肌
状
態
の
微
細
な
違

い
ま
で
を
知
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

と
い
う
。

　

今
後
は
、
肌
や
体
内
の
状

態
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
情
報
の
関
連
の

検
討
を
さ
ら
に
進
め
、
一
人

ひ
と
り
の
肌
状
態
に
合
わ
せ

　

蒸
気
や
香
料
に

は
、
生
体
防
御
機

構
で
あ
る
繊
毛
運

動
を
活
性
化
す
る

作
用
や
菌
を
殺
菌

す
る
作
用
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
理

機
能
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
同
社
は
、
鼻
や
副

鼻
腔
に
お
け
る
主
要
な
感
染

起
因
菌
の
１
つ
で
あ
る
「
黄

色
ブ
ド
ウ
球
菌
」に
注
目
し
、

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
耳
鼻
咽
喉
科 

鈴
木

雅
明
教
授
の
指
導
、
協
力
の

も
と
、温
熱
蒸
気
の
み
吸
引
、

温
熱
蒸
気
と
ユ
ー
カ
リ
の
香

気
成
分
の
同
時
吸
入
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
、
鼻
腔
内

の
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
調
べ
た
。

　

試
験
で
は
、
健
常
男
性
を

対
象
に
、
無
香
の
カ
ッ
プ
状

蒸
気
発
生
具
（
無
香
品
群
＝

23
名
）、
ユ
ー
カ
リ
オ
イ
ル

含
有
香
料
を
添
加
し
た
カ
ッ

プ
状
蒸
気
発
生
具
（
賦
香
品

群
＝
23
名
）
を
使
用
さ
せ
る

２
群
に
分
け
、
並
行
群
間
比

較
試
験
を
行
っ
た
。
カ
ッ
プ

状
蒸
気
発
生
具
は
、
１
日
２

回
、
各
10
分
間
、
口
と
鼻
を

覆
う
よ
う
に
あ
て
、
鼻
か
ら

蒸
気
を
吸
入
す
る
方
法
で
、

２
週
間
の
継
続
使
用
を
し

た
。
鼻
腔
の
粘
膜
（
上
咽
頭

あ
る
い
は
中
鼻
道
）
よ
り
粘

液
を
一
定
量

採
取
し
、
カ

ッ
プ
状
蒸
気

発
生
具
使
用

の
前
後
で
の

菌
量
の
変
化

を
測
定
し
た
。

　

そ
の
結

果
、
２
週
間

の
各
カ
ッ
プ

状
蒸
気
発
生

具
の
使
用
前

後
に
お
け
る

上
咽
頭
、
中
鼻
道
そ
れ
ぞ
れ

の
、
全
体
の
菌
量
の
変
化
に

有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
一
方
で
、
上
咽
頭
、

中
鼻
道
の
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

量
は
、
２
週
間
使
用
後
、
無

香
品
群
（
温
熱
蒸
気
の
み
）

で
減
少
傾
向
を
示
し
、
特
に

香
気
成
分
を
添
加
し
た
賦
香

品
群
に
お
い
て
は
有
意
な
減

少
が
認
め
ら
れ
た
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
温
熱

蒸
気
と
ユ
ー
カ
リ
の
香
気
成

分
を
日
常
的
に
吸
入
す
る
こ

と
で
鼻
腔
の
黄
色
ブ
ド
ウ
球

菌
が
減
少
す
る
こ
と
、
感
染

起
因
菌
の
１
つ
で
あ
る
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
の
減
少
に
よ
り

感
染
リ
ス
ク
の
低
減
に
つ
な

が
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

マ
ン
ダ
ム
と
国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究
所
（
医
薬
健

栄
研
）
は
、
皮
膚
の
免
疫
機
構
の
解
明
と
制
御
技
術
の
開
発
に
つ
い
て
共
同
で
取

り
組
み
を
行
う
中
、
細
胞
の
感
覚
セ
ン
サ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｐ
（
ト
リ
ッ
プ
）
チ
ャ
ネ
ル
の
１
種
で
あ
る
「
Ｔ
Ｒ

Ｐ
Ｍ
４
」が
表
皮
角
化
細
胞
の
免
疫
反
応
を
制
御
し
て
い
る
こ
と
を
日
本
で
初
め
て
確
認
し
た
。さ
ら
に
、

温
泉
成
分
な
ど
で
知
ら
れ
る
ア
ル
ム
Ｋ
が
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｍ
４
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
表
皮
角
化
細
胞
か
ら
の

炎
症
シ
グ
ナ
ル
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
ア
ル
ム
Ｋ
は
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｍ
４

を
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皮
膚
の
免
疫
反
応
を
調
節
し
、
肌
を
健
康
に
整
え
る
と
考
え
ら
れ
る
と

い
う
。
な
お
、
同
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
３
月
28
日
～
31
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
９
回
ア
ジ
ア
・
オ
セ

ア
ニ
ア
生
理
学
会
連
合
大
会
＆
第
96
回
日
本
生
理
学
会
合
同
大
会
」
に
て
発
表
し
て
い
る
。

知
ら
れ
る
ア
ル
ム
Ｋ
に
Ｔ
Ｒ

Ｐ
Ｍ
４
の
活
性
化
作
用
が
あ

る
こ
と
を
見
出
し
た
。

　

表
皮
角
化
細
胞
に
、
人
工

的
に
炎
症
を
誘
導
し
、
ア
ル

ム
Ｋ
を
添
加
し
た
と
こ
ろ
、

炎
症
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
を

見
出
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

ア
ル
ム
Ｋ
が
表
皮
角
化
細
胞

の
免
疫
反
応
を
調
節
す
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
と
い
う
。

　

同
社
で
は
、
肌
の
免
疫
反

応
を
適
切
に
制
御
す
る
技
術

を
開
発
し
、
美
し
く
健
康
な

肌
を
保
つ
化
粧
品
の
開
発
に

応
用
し
て
い
く
。

自
然
で
美
し
い
輝
き
与
え
る

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発

RNAモニタリング～皮脂採取、RNAの抽出、精製および解析の流れ

た
美
容
の
提
案
や
、
一
人
ひ

と
り
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ

た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の
応
用
も

検
討
し
て
い
く
。

N.S

N.S

（N＝5）

（N＝9）

（N＝7）

（N＝8）

使用前 ２週間
使用後

使用前 ２週間
使用後

使用前 ２週間
使用後

使用前 ２週間
使用後

賦香品 無香品

6
5
4
3
2
1
0

6
5
4
3
2
1
0

6
5
4
3
2
1
0

6
5
4
3
2
1
0

Means±S.D. *.P＜0.05 by Wilcoxon signed-rank test

上咽頭

中鼻道

co
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es

/m
g 
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sa

l m
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os
a(

lo
g)

　

花
王
生
物
科
学
研
究
所
と
花
王
パ

ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所
は
こ

の
ほ
ど
、
ヒ
ト
や
家
庭
内
に
お
け
る

菌
の
存
在
や
特
性
に
つ
い
て
研
究
を

重
ね
る
一
環
と
し
て
、
温
熱
蒸
気
と
ユ
ー

カ
リ
の
香
気
成
分
を
同
時
に
吸
入
す
る
こ

と
で
、
鼻
腔
内
の
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
減

少
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
同
研
究
の

成
果
は
、
第
92
回
日
本
細
菌
学
会
総
会

（
２
０
１
９
年
４
月
23
～
25
日
、札
幌
市
）、

第
１
２
０
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
・

学
術
講
演
会
（
２
０
１
９
年
５
月
８
～
11

日
、
大
阪
市
）
に
て
発
表
し
て
い
る
。

鼻腔の黄色ブドウ球菌を減少させる効果を確認
花 王

皮
脂
中
に
人
の
リ
ボ
核
酸
が

存
在
す
る
こ
と
を
発
見

試験前後における上咽頭
中鼻道における黄色ブドウ球菌量の変化

高い

低い 相
対
カ
ル
シ
ウ
ム
蛍
光
強
度
の
逆
数

アルムＫ濃度

TR
P
M
4
活
性

アルムＫによるＴＲＰＭ4活性化効果

　

花
王
生
物
科
学
研
究
所
は
、
皮
脂
の
中
に
人
の
リ
ボ
核
酸
（
Ｒ
Ｎ
Ａ
）
が
存
在
す
る

こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
網
羅
的
に
分
析
す
る
独
自
の
解
析
技
術
「
Ｒ
Ｎ
Ａ 

Ｍ
ｏ
ｎ
ｉ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
（
Ｒ
Ｎ
Ａ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）」
を
世
界
で
初
め
て
構
築
し
た
。

こ
の
技
術
を
用
い
、
皮
脂
中
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
発
現
情
報
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
肌
状
態
が

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
の
一
部
は
、「
第
１
１
８
回
日

本
皮
膚
科
学
会
総
会
」（
２
０
１
９
年
６
月
６
～
９
日
開
催
）
で
発
表
し
て
い
る
。

単色と多色のオイルゲルファンデーションの仕上がり比較

表皮角化細胞の免疫反応制御メカニズムを解明
温泉成分「アルムＫ」に肌の免疫反応の調整機能を確認

マ
ン
ダ
ム


